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建設産業情報（最近の動向） 
 
 
在外公館名 在ザンビア日本国大使館           
 
記入日   ２０１６年９月３０日      
 
 
１．現地の建設・不動産市場に係る経済情報 
特になし 

 
２．建設業制度、入札契約制度、不動産業制度の改正動向 
特になし 

 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
 
１ 

「ザンビア政府がソルウェジ－チンゴラ間道路の整備を賞

賛」：ザンビア政府は、ソルウェジ－チンゴラ間道路１６８

km の出来ばえの大部分を賞賛する一方で、一部区間を請

け負う中国企業に対して、作業の能率をあげることを命じ

る旨示唆した。 

2016/08/03 
Daily Mail 

 
２ 

「ムポングウェ－マチヤ間道路建設開始」：ザンビア政府

は、ムポングウェ－マチヤ間道路の整備に関し、China 
Civil Engineering Construction Corporation 及 び

Nakangeya と３億クワチャの契約を結んだ。 

2016/08/24 
Times of Zambia 

 
３ 

「グレートイーストロードの整備が再開」：ザンビア政府

は、クワチャの下落問題に伴う請負業者との支払い問題に

より停止していたシンダ－ペタウケ間道路の整備につい

て、問題が解決したためまもなく再開することを発表。 

2016/08/24 
Times of Zambia 

 
４ 

「ＮＣＣが関連機関に法令遵守を要求」：National Council 
for Construction（ＮＣＣ）は、建設業界の中小企業が正当

な利益を享受できるよう、関係機関に対し契約を結ぶ際に

は法令を遵守するよう要求した。 

2016/08/25 
Daily Mail 

 
５ 

「タザラ鉄道が利益３倍増を見込み」：Tanzania Zambia 
Railway Authority（TAZARA）は、コンゴ（民）及びマ

ラウィからの石油製品輸送に係る契約により、今年下半期

で４４．１百万米ドルの利益を見込んでいる。 

2016/08/29 
Daily Mail 
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４．その他我が国の建設産業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
・ザンビア政府及びＩＭＦは、２０１６年世銀・ＩＭＦ春季総会にて、本年第４四半期

までに支援プログラム開始を目指すことで合意。本年１０月末に、ＩＭＦ調査団が来

ザ予定。支援プログラムのための議論がなされる見通し。 

 












